
   

第２章 調査結果 

 

 

２－３． 犯罪被害者等と一般対象者との比較 

犯罪被害者等と一般対象者との比較として、生活上の変化、身体・精神・経済的状況等について分析す

る。 

 

（１）生活上の変化 

生活上の変化について、犯罪被害者等には事件後から現在までの生活変化（出来事）、一般対象者には

最近５年間程度の生活変化（出来事）を尋ねた。犯罪被害者等では、「自分が転居（引越し）をした」（17.0

ポイント）、「学校または仕事をしばらく休んだ（休学、休職）」（15.7 ポイント）、｢学校または仕事を辞め

た、変えた｣（14.7 ポイント）、「結婚した」（12.1 ポイント）、｢家族間で不和が起こった｣（11.8 ポイント）、

「長期に通院したり入院したりするようなけがや病気をした」（11.2 ポイント）、「別居・離婚をした」（8.6

ポイント）等において、一般対象者の回答比率を上回っている（括弧内は両者の差）（図表３-１）。 

図表 ３-１ 回答者属性別、生活上の変化（複数回答）【Q50／P9】

 

 

（２）身体的状況 

過去 30 日間における身体上の問題について、「感じた」との回答比率は犯罪被害者等（33.5％）の方が

一般対象者（25.3％）よりも高くなっている（図表３-２）。 

被害の時期別にみると、「感じた」との回答比率が最も高いのは「３～10 年以内」（42.0%）となってい

る（図表３-３）。 

身体上の問題への対処方法をみると、犯罪被害者等では「医療機関に通った（訪問診療を含む）」との

回答比率が 36.5%と、一般対象者（25.1%）より高くなっている（図表３-４）。 
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２－３．犯罪被害者等と一般対象者との比較 

図表 ３-２ 回答者属性別、身体上の問題の有無【Q28／P3】 

 

図表 ３-３ 被害の時期別、身体上の問題の有無_犯罪被害者等【SC2、Q28】 

 

図表 ３-４ 回答者属性別、身体上の問題への対処方法（複数回答）【Q30／P4】 

 

※対象：Q28 及び P３（身体上の問題を感じたか）で「感じた」と回答した方（犯罪被害者等：274 人、

一般：215 人）のみ。 
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（３）精神的状況 

ア．精神的な問題 

過去 30 日間における精神的な問題や悩みについて、「感じた」との回答比率は犯罪被害者等（38.8％）

の方が一般対象者（21.7％）よりも高くなっている（図表３-５）。 

被害の時期別にみると、「感じた」との回答比率が、「３年以内」では 55.1%、「３～10 年以内」では

45.5％、「それ以前」では 34.4％と、期間が経過するほど低くなっている（図表３-６）。 

精神的な問題への対処方法をみると、犯罪被害者等、一般対象者ともに、「特に何もしていない」（それ

ぞれ 56.6%、80.0%）との回答比率が最も高く、次いで「医療機関（精神科以外も含む）に通った（訪問

診療を含む）」（同 26.1％、11.9％）、「家族や知人に相談した」（同 17.9％、8.1％）の順に高くなっている。

また、犯罪被害者等では一般対象者より「医療機関（精神科以外も含む）に通った（訪問診療を含む）」

で 14.2 ポイント、「家族や知人に相談した」で 9.8 ポイント、「公的機関や民間団体において、カウンセリ

ングを受けたり相談をしたりした」で 7.4 ポイント上回っている（図表３-７）。 

図表 ３-５ 回答者属性別、精神的な問題の有無【Q31／P5】 

  

 

図表 ３-６ 被害の時期別、精神的な問題の有無_犯罪被害者等【SC2、Q31】 

 

38.8%

21.7%

61.2%

78.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

犯罪被害者等（819）

一般（851）

感じた 感じなかった

55.1%

45.5%

34.4%

44.9%

54.5%

65.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

3年以内（98）

3～10年以内（143）

それ以前（578）

感じた 感じなかった

34



 

２－３．犯罪被害者等と一般対象者との比較 

図表 ３-７ 回答者属性別、精神的な問題への対処方法（複数回答）【Q33／P6】 

 

※対象：Q31 及び P５（精神的な問題を感じたか）で「感じた」と回答した方（犯罪被害者等：318 人、

一般：185 人）のみ。 

 

イ．精神健康状態（Ｋ６） 

精神健康状態について、K６の値で比べると、重症精神障害相当とされる 13 点以上の割合は、犯罪被

害者等（22.1％）が一般対象者（9.0％）を 13.1 ポイント上回っている（図表３-８）。 

図表 ３-８ 回答者属性別、K6得点【Q34／P1】 
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ウ．孤独感尺度（UCLA） 

孤独感について、UCLA 孤独感尺度（以下「UCLA」という。）の値で比べると、10 点以上の割合は、

犯罪被害者等（25.6％）が一般対象者（11.9％）を 13.7 ポイント上回っている（図表３-９）。 

図表 ３-９ 回答者属性別、UCLA得点【Q36／P2】 

 

 

エ．日常生活が行えなかったと感じた日数 

直近１年間で心身の不調等により仕事や日常生活が行えなかったと感じた平均日数については、犯罪

被害者等（28.9 日）が一般対象者（7.5 日）の約４倍に達している（図表３-１０）。 

図表 ３-１０ 回答者属性別、日常生活が行えなかったと感じた日数【Q35／P7】 

 

 

（４）経済的状況 

ア．生活の状況 

経済的状況に関する意識については、裕福（「裕福だと思う」と「やや裕福だと思う」の和）との回答

比率は、犯罪被害者等が 18.4％と、一般対象者（23.0%）よりもやや低くなっている。一方、困っている

（「生活にやや困っている」と「生活にとても困っている」の和）との回答比率は、犯罪被害者等が 39.0％

と、一般対象者（26.4％）よりも高くなっている（図表３-１１）。 

回答者の性別ごとにみると、困っているとの回答比率は、犯罪被害者等では女性が 40.9%、男性が 37.3%、

一般対象者では女性が 28.1％、男性が 25.9％と、いずれも女性の方がやや高くなっている（図表３-１２）。 
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図表 ３-１１ 回答者属性別、経済的状況に関する意識【Q37／P10】 

 

 

図表 ３-１２ 性別、経済的状況に関する意識【F1、Q37／F1、P10】 

 

※対象：F１（性別）で「上記にあてはまらない」を選択した方（一般：１人）を除く。 
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イ．年収 

現在の世帯年収水準について、300 万円未満（「100 万円以下」と「100 万円以上 300 万円未満」の和）

との回答比率は、犯罪被害者等が 39.9％と、一般対象者（32.1%）よりも高く、「1,000 万円以上」との回

答比率は、犯罪被害者等が 5.6％と、一般対象者（8.9％）よりもやや低い（図表３-１３）。 

回答者の性別ごとにみると、犯罪被害者等、一般対象者ともに、300 万円未満との回答比率が女性の方

が男性よりも高い（図表３-１４）。 

図表 ３-１３ 回答者属性別、現在の年収水準（世帯年収）【Q39／P11】 

 

図表 ３-１４ 性別、現在の年収水準（世帯年収）【F1、Q39／F1、P11】 

 

※対象：F１（性別）で「上記にあてはまらない」を選択した方（一般：１人）を除く。 

14.5%

11.4%

25.4%

20.7%

28.7%

29.4%

16.0%

17.2%

5.6%

8.9%

9.8%

12.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

犯罪被害者等（819）

一般（851）

100万円以下 100万円以上300万円未満 300万円以上600万円未満

600万円以上1,000万円未満 1,000万円以上 わからない

10.0%

19.2%

10.2%

14.7%

23.2%

27.7%

19.6%

23.7%

33.0%

24.2%

31.2%

24.6%

20.1%

11.7%

19.5%

10.7%

5.7%

5.5%

9.6%

7.1%

7.9%

11.7%

9.9%

19.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

犯罪被害者等 男性（418）

犯罪被害者等 女性（401）

一般 男性（626）

一般 女性（224）

100万円以下 100万円以上300万円未満 300万円以上600万円未満

600万円以上1,000万円未満 1,000万円以上 わからない

38


